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９
議
員
が
市
政
を
問
う

成
立
し
た
。
森
林
管
理
が
進

む
こ
と
へ
の
期
待
が
あ
る
反

面
、
過
剰
な
伐
採
が
進
ん
で

丸
裸
の
山
が
出
て
く
る
こ
と

や
、
小
規
模
林
家
の
排
除
に

つ
な
が
る
等
と
い
っ
た
疑
問

や
不
安
の
声
が
あ
る
が
、
市

の
見
解
は
。

　
　
　
　

新
た
な
森
林
管
理

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
過
剰
な

伐
採
が
進
ま
な
い
よ
う
、
森

林
所
有
者
の
意
向
を
踏
ま
え

た
経
営
管
理
権
集
積
計
画
を

策
定
し
、
計
画
的
か
つ
確
実

な
伐
採
後
の
植
栽
や
保
育
が

実
施
で
き
る
体
制
の
整
備
を

行
い
、
森
林
資
源
が
将
来
に

わ
た
り
持
続
・
循
環
さ
れ
る

よ
う
運
用
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
所
有
者
不
明
山

林
の
裁
定
等
に
お
け
る
経
営

管
理
権
委
託
等
に
あ
た
っ
て

は
、
よ
り
慎
重
な
調
査
と
対

応
を
行
っ
て
い
く
べ
き
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

議　

員　

国
会
で
審
議
中
の

水
道
法
改
正
案
は
、
表
向
き

は
水
道
管
の
老
朽
化
対
策
等

を
掲
げ
て
い
る
が
、
中
身
は

地
方
自
治
体
の
水
道
事
業
の

運
営
権
を
民
間
事
業
者
が
獲

得
す
る
公
共
施
設
等
運
営
権

方
式
（
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方

式
）
を
推
進
す
る
内
容
で
あ

り
、
本
音
は
水
道
事
業
の
民

営
化
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
安

定
的
な
供
給
は
市
民
の
願
い

で
あ
り
、
民
営
化
導
入
は
反

対
だ
。
こ
の
法
案
が
成
立
し

た
場
合
、
市
は
公
共
施
設
等

運
営
権
方
式
の
導
入
を
検
討

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

こ
の
方
式

は
、
人
口
減
少
に
よ
る
水
需

要
の
減
少
や
施
設
の
老
朽
化

等
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

民
間
事
業
者
の
資
金
や
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
事
業

運
営
の
効
率
化
を
図
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
安
全
安
心
な
水
を
安
定

的
に
供
給
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
公
共
性
の
極
め
て
高

い
事
業
の
運
営
権
を
民
間
業

者
に
設
定
す
る
こ
と
が
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
り
か
ね
な
い
と
懸
念
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

森
林
の
手
入
れ
が

で
き
な
い
所
有
者
に
か
わ
っ

て
自
治
体
や
民
間
業
者
が
伐

採
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
森
林
経
営
管
理
法
が

水
道
事
業
の
民
営
化
導
入
に
異
議
あ
り

　

導
入
に
は
懸
念
も
あ
り

　
　
　
　
　

国
等
の
動
向
を
注
視
す
る

久 慈 年 和
（市民連合クラブ）

安全で安心な水の供給のために

議　

員

議　
員

議　

員　

当
市
の
子
供
へ
の

虐
待
の
発
生
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　

昨
年
度
の

件
数
は
、ネ
グ
レ
ク
ト
（
※
┣

11
件
、
身
体
的
虐
待
９
件
、

心
理
的
虐
待
５
件
で
す
。

※
ネ
グ
レ
ク
ト
…
食
事
を
与
え
な
い
、

ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
重
病
で
も

病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
等
と
い

っ
た
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
の
こ
と

　
　
　
　

虐
待
が
発
生
し
た

場
合
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

保
育
施
設

や
学
校
等
で
子
供
の
ア
ザ
等

が
発
見
さ
れ
た
場
合
や
、
地

子供の虐待防止に向けた
　　　　　　　　取り組みは
　子ども家庭総合支援拠点を
　　　　　来年度設置したい

域
住
民
か
ら
泣
き
声
の
通
報

等
の
虐
待
通
告
が
あ
っ
た
場

合
、
直
ち
に
受
理
会
議
を
開

催
し
、
児
童
の
安
全
確
認
と

安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
家

庭
相
談
員
が
訪
問
し
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
ま
た
七
戸
児

童
相
談
所
と
調
査
方
法
や
内

容
、
結
果
等
を
情
報
共
有

し
、
技
術
的
助
言
等
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

虐
待
防
止
に
ど
う

取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
　

大
き
な
事
件
に
至

ら
な
い
も
の
の
虐
待
の
件
数

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
養
育

環
境
に
問
題
の
あ
る
家
庭
の

状
況
も
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
市
民
や
関
係
機

関
等
を
有
機
的
に
つ
な
い
で

い
く
総
合
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
担
い
、
虐
待
の
未
然
防

止
や
要
保
護
児
童
と
そ
の
家

庭
へ
の
支
援
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
国
が
推
進
す
る
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
に

つ
い
て
、
来
年
度
の
設
置
に

向
け
て
準
備
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

昭
和
27
年
度
に
竣

工
さ
れ
た
市
営
野
球
場
は
老

櫻 田 百合子
（市民連合クラブ）

朽
化
し
て
き
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
部
分
に
劣
化
が
見
ら

れ
、
特
に
得
点
表
示
板
の
更

新
を
望
む
声
が
多
い
。
市
営

野
球
場
の
現
状
を
ど
う
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

得
点
表
示
板
の

老
朽
化
に
よ
る
補
修
が
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
電
光
掲
示

へ
の
更
新
は
工
事
費
が
多
額

と
な
る
た
め
、
修
繕
で
対
応

し
ま
す
。

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
全

般
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

　
　
　
　
　

教
育
委
員
会
に

よ
る
定
期
的
な
巡
回
、
指
定

管
理
者
と
の
意
見
交
換
と
指

導
を
行
う
と
と
も
に
、
利
用

者
か
ら
の
声
を
把
握
す
る
な

ど
、
引
き
続
き
適
切
な
管
理

運
営
に
努
め
ま
す
。

議　
員

議　
員

市営野球場の得点表示板の更新を
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